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No.30620�7 年 � 月

新年のご挨拶

東京都製紙原料協同組合

理事長　赤染清康

　組合員の皆様、関係各位、新年明けましておめ

でとうごいます。皆様には新年を迎え、穏やかな

日々をお過ごしのことと拝察致します。

　２０１７年の干支は酉ですが酉年は荒れるとい

う通説があります。トランプ大統領の影響により、

昨年より円安株高で推移していますが、１月２０

日の就任以降は不透明な状況となっています。全

く新しい、世界秩序が一変するようなことになる

かも知れません。世界経済及び日本経済が良い方

向へ向かえばいいのですが。

　古紙市況に関しましては、昨年末より国内外の

製紙メーカーによる１部のメーカーを除いた発注

増、引き合いが強い模様が続いています。特に中

国メーカーの新マシン増設が続き、国内でも板紙

については、各メーカーでバラツキはありますが

生産増の様相を呈しています。この様な状況はし

ばらく続くものと思われます。

組合事業は、昨年の皆様の御協力により計画通り

停滞することなく行うことが出来ました。組合員

の減少も歯止めがかかりつつあります。また、新

規加入の組合員も少しずつですが、増えつつあり

ます。やはり歴史のある組合を存続させるのは、

誠実にしかも今の時代にマッチした運営をして行

くのが最良であると思います。幸い当組合には若

手理事も増えましたし、青年部は活発に活動して

います。これからも、あらゆる面で変化のスピー

ドは速くなりますが、それを予測し柔軟な発想で

対応して行くことが肝要かなと思われます。

酉年の話しに戻りますが、酉とは「にわとり」の

ことを指すそうですが出来れば大きな翼を持ち、

大空をはばたいて飛びたいと思います。

　最後になりましたが、組合員の皆様、関係各位、

本年も宜しくお願い申し上げます。
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新年のご挨拶

東京都製紙原料協同組合

副理事長　坂田　智

　組合員の皆様、明けましておめでとうございま

す。

昨年中は皆様方におかれましては組合運営にご協

力頂き誠に有難うございます。

さて、昨年末にはまさかのトランプ氏の勝利で円

高の心配やＴＰＰの先ゆき等不安感でいっぱいで

したが、暫くすると世の中本当に分からないもの

です。瞬く間に円安となり株価も急上昇して一気

に雰囲気が変わり景気もプラスに動き始めたでは

ありませんか？

　古紙も中国の需要が底固く、ネットによる物流

の増加に伴う段ボールの需要増、価格アップ、ま

た米国も段原紙価格の上昇等もあり、輸出価格の

上昇に繋がりました。この状況を暫く変わらない

と言う商社もいますし、間もなく下がるという商社

もいます。

ただ、日本国内では段ボールの大手需要家の入札

価格が少し下がったようですから輸出価格を追っ

ていくのは難しいと言われています。ともあれ国

内メーカーが８割消費されているのですから、国

内第一に考えて供給責任を果たしていくべきだ

と、私は考えています。

　また、上物古紙ですが、家庭紙メーカーは毎年

減っている産業古紙に危機感を募らせています。

足りなくなればパルプを少し混ぜて作るようにな

るかもしれません。ですから、家庭紙向け古紙が

余って下がるケースは考えにくいのかなあと思っ

ています。本当に大切な資源なのです。

いずれにしても輸出価格に踊らされることなく慎

重に仕入れ価格等対処して頂くことを望みます。

本年も古紙業界にとって良い年でありますよう祈

念して、私のご挨拶とさせて頂きます。
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No.30620�7 年 � 月

新年のご挨拶

東京都製紙原料協同組合

副理事長　近藤昌和

　新年明けまして、おめでとうございます。

組合員の皆様方には、お健やかに新しい年をお迎

えの事とお慶び申し上げます。

　さて、昨年は古紙の価格も安定して、無事に一

年を終えることができました。本年も古紙の発生

が増える事は残念ながら期待できませんが、古紙

価格が今の状態で順調に推移していってくれる事

を望んでおります。

　しかしながら、本年は「米国第一主義」のトラ

ンプ政権が発足します。日本の経済にどの様な影

響が出るのか、不透明で不安ですが良い方向に向

かってくれる事を祈っております。

　さて、先程も申しましたが特に産業古紙の発生

は年々、減少の傾向が強まっております。その為

に以前からではありますが、常識では考えられな

い

単価表を平気で古紙発生元に置いていくアウトサ

イダーの業者がおります。この様な業者からお得

意先を守る為にも、組合が昨年より始めました、

プライバシーマークの様な組合独自の情報セキュ

リティー体制の認可を取得して頂けたらと思いま

す。そうすれば、お得意先から情報セキュリティー

体制を問われた際に、適切な説明ができ、一つの

安心材料となると思います。

組合もこの様な取り組みなど、組合員の皆様が組

合に入っていて良かったと思って頂ける様に色々

と努力しております。組合員の皆様も何かご希望

がございましたら、ご提案頂けたらと思います。

　最後になりますが、今年も組合の発展の為に、

微力ながら頑張る所存でございますので、皆様方

のご指導ご鞭撻を宜しくお願い致します。

　本年も皆様にとって良い年となりますように、

ご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせて頂

きます。
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新年のご挨拶

東京返本加工協同組合

理事長　工藤裕樹
　　　　　　　　

　新年あけましておめでとうございます。

２０１７年の新春を迎え、東京都製紙原料協同組

合、並びに東京返本加工協同組合の皆様に謹んで

新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年は新年早々に日銀のマイナス金利導入の決

定や甘利経済再生相の辞任などもあり波乱の幕開

けとなりました。政財界では舛添東京都知事の辞

任による小池新東京都知事の誕生、７月の参院選

では与党が圧勝し、第３次安倍再改造内閣が発足

しました。阿部政権の安定化により経済の更なる

活性化を期待する方も多かったと思いますが、産

業界では為替や株価の変動により二極分化が益々

進行していくように思われる一年となりました。

また出版業界でも取次業界の再編や廃業など波乱

の一年になりました。

　２０１７年に向けて日本経済は緩やかな回復基

調と言われていますが出版業界は依然と厳しい環

境が続くと思われます。また、産業界でも海外情

勢を含め大きな変化が予想される一年になると思

われますが、更なる活性化と成長を期待したいも

のです。

　東京返本加工協同組合も一昨年に５０周年の節

目を経て、現在は第５２期 ( 平成２８年７月１日

～ ) の事業年度に入っております。上半期終了時

点での実績を見ますと古紙販売事業における状況

は出版業界の厳しい市況から取扱量は年々減少化

傾向が進み、益々厳しい環境下にあります。当組

合の柱事業である共同販売では海外輸出において

輸出価格に変動はあるものの一定の堅調さで推移

しており、国内需要への更なる期待感は増すばか

りです。出版販売会社様では取次業界の再編を経

て、出版流通の効率化施策が継続して実行される

と共に電子媒体チャネルの更なる進化、多様化も

取扱量の減少化傾向に拍車をかけているようにも

感じられます。このような状況の中、業界として

の協力関係や事業間連携に対する認識もより一層

必要になっていくものと考えております。そして、

この厳しい現状をしっかりと把握すると共に私達

が扱いとしてる「襟帯品ゼロの返本雑誌」をこれ

�
�
�
�

�

�

�

�

�
�
a
b
c

d

e

f

�

�
����
����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�
�
a
b
c
�
�

�

�

�
�
�

�

�

�
����
����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
�
�

�
����
����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

�

�

�

�

�
�
a
b
c

�

�

�

�

�
����
����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

�

�
�
a
b
c
�
�

�

�

�

�

�
����
����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



6

No.30620�7 年 � 月

からも製紙会社様に供給できますよう努力してま

いります。

当組合は今年、新たな５０年へのスタートを切っ

て２年目。役職員一同、次の半世紀に向けて一歩

一歩着実な歩みを刻んでいく所存です。これまで

にも増して組合員並びに出版販売会社様そしてお

取引の各社様との連携をより一層強固なものと

し、この１年を奮闘させて頂きます。何卒、皆さ

まのご指導ご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。

時  の  話  題

静岡県紙業協会家庭紙部会
との懇談会

平成２８年１１月１４日（月）午後２時００分～

 於）富士工業技術支援センター

出席者：　静岡県紙業協会家庭紙部会１５名

　　　　　（内、家庭紙メーカー１３名）

　　　　　静岡県製紙原料商業組合　１１名

　　　　　東京都製紙原料協同組合　１１名

　　　　　（内、古紙センター１名）

三団体代表挨拶
イデシギョー（株）井出会長

［静岡県紙業協会家庭紙部会］

家庭紙で古紙を使う再生紙製品の売れ行きは、今

年の前半は良くなかったが、ここへきて順調にき

ています。

今年の１月～９月生産量は７９２, ０００トン前

年比１０３. ４％。出荷量は７７６, ０００トン

で前年対比１０２. ８％。大手メーカーのパルプ

物は伸びているが再生紙物は厳しい。出荷比率

は、少し前は大手メーカー３３％、中小メーカー

６７％だったが、現在はパルプ物が増え大手メー

カー　３５％、中小メーカー６４. ５％となって

います。

トイレット・ペーパーの出荷は月間８６, ０００

トン、年間１, ０３０, ０００トンで、その内、輸

入品が毎月４, ０００トン入ってきており年間

４８, ０００トン。以前は輸入製品が２～３％だっ

たが、現在は４. ６％でパルプ物が多い。現在は、

日本製を強調する表示を心がけています。

赤染理事長　［東京都製紙原料協同組合］

９月の東京協組４２社上物古紙データでは、家庭

紙古紙が前年比で減少しており前年割れが続いて
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います。ＩＴ化による電子媒体の普及や、新聞購

読者の減少等により古紙の発生が減少していま

す。

安定供給をするためには、古紙の掘り起しを家庭

紙メーカーと共同でできたら良いと思っておりま

す。経産省の意向で古紙利用率を６４％から　　

６５％に上げていく上でも、今後、必要になって

くるのではないかと思っています。２０２０年東

京オリンピック開催が近づくにつれ、古紙の発生

が増えてくると考えられます。今後、メーカーと

古紙掘り起しの共同開発実現のために、色々な提

案をしていきたいと思っております。

菊池理事長　［静岡県製紙原料商業組合］

来年の５月に全原連の総会が静岡地区で行われま

す。開催に向けての準備等は静岡商組が中心とな

り行っています。静岡地区の特色を出すため、総

会後の懇親会に静岡の家庭紙メーカーをご招待し

たいと考えております。是非、１社でも多くの家

庭紙メーカーが参加されるようお願い致します。

市況全般と家庭紙原料について　

上田直納部長　［東京都製紙原料協同組合］

古紙全般の市況は、発生は悪く低位安定。発生の

前年割れが続いていくと考えられますが、１１月・

１２月に向けては悪い中でも少しずつ発生が増え

るのではないかと感じております。古紙の掘り起

しについては、家庭紙メーカーと共同で開発して

進めていきたいと考えています。

産業古紙のデータより
鈴木直納部員　［東京都製紙原料協同組合］

最近、輸出価格が上昇しています。国内の板紙メー

カーが生産を増やしており、たまたま輸出価格の

上昇時期と重なりました。この状況がいつまで続

くかは予測が難しいのですが、おそらく１２月の

中旬あたりには失速するのではないかと言われて

おります。新聞古紙は需要が少なく価格には影響

していないが、雑誌古紙と段ボール古紙は、発生

が少なく需要が多いのでどうしても価格が上昇し

てしまいます。反面、段ボール原紙の生産は増え

ており製品在庫も過去最高になってきています。

又、中国も年明けには旧正月を控えており今後、

需要面での心配があります。しかし、国内の古紙

ヤードは増加しており、発生は少なく需要は多い

ので、ここしばらく古紙の仕入価格は上がらなく

ても、下がらないと考えられます。
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古紙の回収について　

高橋委員長　［東京都製紙原料協同組合］

最近、発生先から古紙の直接買い付けをしたり、

直接回収するメーカーがあると聞いております。

そうなると我々、集荷や問屋が必要ないのではな

いかと思ってしまいます。回収する古紙の中には、

オフィス系の古紙など個人情報に関するものもあ

るので、是非、古紙の回収は集荷や問屋にまかせ

てほしいと思います。又、メーカーと共に古紙の

掘り起しに力を入れていきたいと考えています。

静岡の状況について
［静岡県製紙原料商業組合］

静岡地区の発生は少なく低位安定状態。しかし、

９月よりは１０月、１０月よりは１１月と前月と

比較すると少し増えてきています。カレンダー等

の季節関連物は年々、減少しています。これから

オフィス古紙や機密系古紙等は年末にピークを向

け増えてくると思いますが、前年を下回る量と考

えられます。静岡商組としても古紙の掘り起しに

ついては、メーカーと共に開発に取り組んでいき

たいと考えています。

家庭紙メーカーの現状
［静岡県紙業協会家庭紙部会］

製品の出荷は、あまり良くない。古紙の入荷は順

調で、今のところ原料在庫の心配はなく安定状態

古紙センターへの家庭紙メーカー
加入について　

岡村専務理事［古紙再生促進センター］

表題について加入願いを古紙センターの岡村専務

理事がお願いをした。

清風会「研修会及び忘年会」を開催

広  報  部

　上野・東天紅にて１２月度の理事会の後、「清

風会」の研修会が開催されました。

今回は、東京都中小企業団体中央会より講師とし

て、石田靖博　労働課長を招いて「理事の職務と

関係会議等の役割他について」説明を受けました。

「理事は組合の業務について総合監視の責任があ

る。」

「理事は個人的信頼に基づき選任され、かつ、組

合と委任契約を締結した者である。その権利の行

使及び義務の履行は、理事自らの意思及び行為と
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して行われるべきもの。」

「理事は代理人によって議決権を行使することは

出来ない。したがって、理事の代理は出来ない。」

理事の理事会出席率は年間で、どのくらいが妥当

なのか等、現実的な問題を含めての研修が約２時

間行われました。

研修会終了後は、忘年会が始まり理事の１年の労

をねぎらいました。

直納部忘年会を開催

広  報  部

　直納部忘年会が１２月１５日（木）上野「翠鳳」

で行われました。年末の忙しい中でしたが、直納

部員とご来賓で総勢３５名が参加しました。

ゲストとして日頃、共販輸出でご協力頂いている

商社の（株）松本光春商店、日本紙パルプ商事（株）、

国際紙パルプ商事（株）、日商岩井紙パルプ（株）

の４社にもご参加いただき、宴会前に海外の市況

についてお話をしてもらいました。

主催である直納部上田部長の挨拶に続き、赤染理

事長の挨拶がありました。坂田秀一郎相談役の乾

杯のご発声があり、和やかに宴が始まりました。

直納部の方の毎年変わらない笑顔が活力の源に

なっているようです。

青年部５０周年記念祝賀会

青年部部長　高橋宏明

平成２８年１１月７日（月）上野精養軒の於いて、

東京都製紙原料協同組合青年部「５０周年記念祝

賀会」を開きました。

昭和２２年に組合が発足してから１９年後の昭和

４１年に青年部が誕生して、今年で丁度５０年を

迎える事になりました。

節目の年でも有り記念祝賀会を現青年部員及び歴

代青年部長・幹事長・ＯＢ他、現在の組合理事役

員の内輪だけとさせて頂きました。
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青年部田中幹事長の司会進行で始まり、青年部長

挨拶、次に赤染理事長の挨拶となり１１代目青年

部長・坂田智様の乾杯により祝賀会が始まりまし

た。

途中で歴代部長・幹事長全員の名前を読み上げさ

せてい頂き、出席されたＯＢの方々より青年部時

代の楽しいお話や苦労話など聞くことができまし

た。カラオケなど大変楽しい時間はあっと言う間

に過ぎてしまい中締めの時間となりました。中締

めは、３代目幹事長・大久保信隆様により締めさ

せて頂きました。

「東京都製紙原料協同組合青年部」をこれからも

宜しくお願いします。ありがとうございました。

支　部　便　り

台東支部　忘年会開催

台東支部　近藤達也

　平成２８年１１月２２日（火）竜泉・しゃぶしゃ

ぶ「かがやき」にて台東支部忘年会を開催しまし

た。美濃紙業（株）の近藤専務をお招きし、合計

６名の参加となりました。

　近藤昌和支部長の挨拶に続き、乾杯の後多彩で

上質なお肉と野菜を堪能しました。お酒の種類も

充実しており、産地ごとの飲み比べも楽しむこと

ができました。

最後に美濃紙業 ( 株 ) の近藤専務に締めていただ

き、お開きとなりました。
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文京支部　忘年会開催

文京支部　山田明男

　１２月１９日（月曜日）上野東天紅にて文京支

部忘年会を行いました。

本部から赤染理事長、山手支部より長井支部長等

が来られ、齋藤支部長の挨拶、赤染理事長の年明

けの古紙市況などの話を承わり、乾杯で始まりま

した。

　中華のフルコースに舌鼓を打ち大変美味しくい

ただきました。

　みんな和気あいあいに歓談、その後、支部恒例

のビンゴ大会で盛り上がりました。

最後に集合写真を撮って散会になりました。

当日は１２月にしては暖かく、年明けの業界の温

度もこのようになって欲しいと思いました。

千代田支部　忘年会開催　

千代田支部　名古路勝彦

　去る１２月９日（金）千代田支部忘年会を、い

つもの菜の家で行いました。出席者は、１０社

１１名の今年最高の人数で、欠席者は旅行企画担

当のヨネマルさんだけでした。

場所はいつもの居酒屋「菜の花」でしたが、近藤

支部長の計らいで通常より２，０００円アップの

豪華メニューで行われました。

支部会で来年開催される「合同新年会」の出席人

数の確認を終え、　宴会に突入しました。費用は

安くても、１０社が参加して盛大に楽しく２時間

が、あっと言う間に過ぎました。

そして新年会は、もうちょっと奮発して盛大に行

うという事でお開きとなりました。
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江墨支部　忘年会開催　

江墨支部長　山口勝弘

　江墨支部忘年会は、１２月２０日の火曜日午後

６時半より、いつも支部会で使っている錦糸町の

鮨・活魚「うさ美」にて、新加入予定の板橋紙原

㈱の後藤氏と青年部員も含め１６名とコンパニオ

ン５名の参加で行われました。

　木内幹事長の開会の言葉に続き、支部長より理

事会の報告等の話があり、そのあと松井理事の乾

杯で宴会が始まりました。

 　大変和やかな雰囲気の中、各々の今年一年を

振り返り一喜一憂し、来年が我々にとって、そし

て、業界にとって実り多き一年であることを願い

つつ、最後に金山理事の挨拶と３本締めでお開き

となりました。

城南支部　忘年会開催　

城南支部　千田信治

　１１月２６日土曜日、東京都製紙原料協同組合

城南支部の忘年会が１０社１２名参加のもと開催

されました。今回の担当幹事会社は、（株）坂田

紙業と（株）共益商会です。

　会場は坂田秀一郎様の計らいで、私などは全く

縁の無い会員制の “ 六本木ヒルズクラブ ”。

このクラブは、六本木ヒルズの５１階にあり、一

般の方は乗らない専用エレベーターで上がります。

そこから見えるパノラマビューは素晴らしく、眼

下に東京タワーを見下ろせ、まさに “ エグゼク

ティブ＆セレブの社交の場 ” という感じでした。

夜景をバックに写真撮影の後、坂田支部長より

開会の挨拶、赤染理事長より乾杯のご発声を頂き、
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大変おいしいコース料理を堪能し、最後まで楽し

い時間を過ごす事が出来ました。

これからも支部の皆様とより一層の協力関係を築

き、城南支部を盛り上げて行きたいと思います。

山手支部　忘年会開催　

山手支部長　長井義人

１２月１７日 ( 土 ) 今年も鮨やなぎで山手支部忘

年会をおこないました。支部員と青年部で１１名。

来賓として、赤染理事長、斉藤文京支部長、近藤

前理事長、大柴氏に来て頂き、赤染理事長に挨拶

を頂き引き続き斉藤文京支部長に古紙の現状につ

いて述べて頂き乾杯のご発声を頂きました。

　宴会にはコンパニオン４名も加わり料理を頂き

大変盛り上がり、皆様楽しんでいました。中締め

は鈴木理事にして頂きました。

最後に大柴さんに写真を撮っていただき、大変楽

しい忘年会になりました。山手支部は集荷が多い

ので来年も厳しいですが、頑張っていきたいと思

います。

♪ことわざミニ知識♪

「逆鱗」（げきりん）
竜の胸に逆さに生じた１枚の鱗（うろこ）があっ

て、人が触れると、怒ってその人を殺すと言う。

また竜は天子を意味するので、天子や帝王が怒る

こと。

転じて「逆鱗に触れる」と言うと、激しく怒る事。

普通、目上の人が目下の者を怒る場合に用いる。
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支部スケジュール
千代田支部

　支部会　未定

中央支部

　支部会　未定

文京支部　

　支部会　２月２０日（月）すし常本店

　支部会　３月２１日（火）東明飯店

　支部会　４月１８日（火）すし常本店

台東支部

　支部会　３月中　（日にちは未定）組合会議室

　支部総会　５月　（日にちは未定）　　

荒川支部

　支部会　未定

足立支部　　

　支部会　未定

山手支部

　支部会・評議会　３月１８日（土）鮨やなぎ　

城南支部

　新年会旅行　２月４日（土）～５日（日）　　

　　　　箱根

江墨支部

　新年会　２月１８日（土）うさ美（婦人同伴）

城北支部

　支部会　３月１４日（火）赤羽

　評議会　４月１４日（金）場所未定

お　知　ら　せ
２月会議・催事予定

２月　４日（土） 東資協新年会　

 お茶の水ガーデンパレス

 懇親会（ｐｍ 5：00 ～）　

　　　〃　　　　 集荷部新年会　

 委員会及び新年会

 （ｐｍ 6：30 ～）

　 「鮨・やなぎ」

２月　６日（月） 共販輸出検討委員会

 (pm4：00 ～ )　 

　　　〃 　　  常任理事会 (pm4：30 ～ )　

　 理事会 (pm5：30 ～ )

 組合会議室

２月２０日（月） 関東地区委員会（ｐｍ 2：00 ～）

  センター会議室　

２月２４日（金） 富士貨協　荷主懇談会

 講演会 ( ｐｍ 3：00 ～ )

 懇親会（ｐｍ 5：00）

 ホテルグランド富士
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２月２８日（火） 古紙センター業務委員会

 （ｐｍ 2：�5 ～）

 センター会議室　

　　　〃　　 全原連　役員会（ｐｍ 3：�5 ～）

 センター会議室　

古紙価格
［東資協の古紙 4 品の標準売値］

平成 28 年 �2 月 9 日現在

新　聞　     9 円～ �2 円 ( 横ばい )

雑　誌　     7 円～ �0 円 ( 横ばい )  

段ボ－ル　 9 円～ �2 円（上値上昇 )

［新規加入］
城南支部：（株）ネクスト（代表　佐々木義春）

　　　　　平成２８年９月１日入会

江墨支部：板橋紙原（株）（代表　後藤政義）

　　　　　平成２９年１月１日入会

［訃報］
千代田支部：（有）三栄紙業社（代表者　若月順

一様）のご母堂　若月美代子　様（享年 �00）

平成 28 年 �2 月 2� 日ご逝去されました。

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

＊お 知 ら せ
２月４日（土）  集荷部新年会　
集荷部委員会及び新年会（ｐｍ 6：30 ～）

　江戸川橋「鮨やなぎ」　

会  議  概  要 ［11 月・12 月］

１１月度定例理事会　

［平成２８年１１月４日（金）］

出席理事２７名・監事０名　於）組合会議室

理事長挨拶

１０月に直納部主催・タイ海外視察研修に参加し

てきました。今月は静岡県紙業協会家庭紙部会と

の懇談会を控えております。

又、１２月には各支部における忘年会も予定され

ており、年が明ければ組合の新年会もあり、組合

行事が多数予定されております。風邪など引かな

いよう健康管理に気をつけていただきたいと思い

ます。本日もよろしくお願い致します。

［各部報告］

［直納部］

１１月度の共販輸出は、上物を国際紙パルプ商事

（株）が国内価格を上回り落札しました。仕向地
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は中国で業者の報告では「年末に失効する古紙輸

入許可証の数量枠確保のため、各メーカーの引合

いは増していますが、製品需要を背景とした古紙

需要増ではないと思われるため、一時的な価格上

昇と思われます」との事。又、他社のコメントで

は「スポット引合い継続、円安追い風」との事。

裾物では、段ボールを日商岩井紙パルプ（株）が、

ミックスを日本紙パルプ商事（株）がそれぞれ国

内価格を上回り落札しました。

仕向地は段ボールがベトナムで、ミックスは中国。

業者の段ボールに関する報告では「各国とも引き

合い強いが、急激な上げ相場のため、急落の可能

性も充分ありえる」との事。業者のミックスに関

する報告では「中国の大手メーカーを中心に価格

は強含み」との事。

全体に発生が悪いが、国内の引合いは強い。

［品目別］

［段ボール・新聞・雑誌］　段ボール：１１月度の

国内発注量は軒並み増加。メーカー間での引合い

が強く、内製化を進める大手メーカーはフル生産。

９月の原紙の出荷は、前年同月比プラスで２ｹ月

連続の増加。生産もプラス。１０月の段古紙の発

生は前年割れ。各メーカーはフル操業が多く、冬

場対策に備え購入が活発化。

雑誌：メーカー在庫は少ない。国内メーカーの発

注量は横ばい。白板紙製品の９月出荷は、前年同

月比でプラス。５ｹ月連続の増加。生産もプラス。

雑誌古紙は慢性的な発生不足。メーカーは安定的

な購入を望んでいる。

新聞：古紙在庫は各メーカーとも潤沢。１１月の

発注量は横ばい。新聞用紙製品の国内出荷は前年

同月比でマイナス。出荷は前月の増加から減少へ。

生産もマイナス。９月度新聞購読者数は前年同月

比でマイナス。１１月度のメーカー在庫量は、不

足感なく安定しているメーカーが多い。

［家庭紙］　全体的に出版関係・印刷関係の発生が

悪く、製品需要は落ちている。発生は低調。メー

カーの古紙需要はバランスしており、今後の発生

を考えるとコミュニケーションをとっていきたい

模様。トイレット・ペーパーの古紙物で低価格品

が店頭に出回っている。メーカーがマイナス分を

吸収しているので厳しい状況。パルプ物でも低価

格品が出ている。大手メーカーの一部では品薄と

なっている。業務用の古紙物は順調。

［オフィス系古紙］　前月と変わらない。

［集荷部］

発生が悪い。印刷関係が悪く、カレンダーも悪く、

年末はあまり期待できないのではないかと思われ

る。

［広報部］　

広報誌１１月号に向けて掲載原稿をお願いしてい

ます。「時の視点」は、東南アジア諸国連合にお

ける古紙を含めた紙パルプ産業の動向。「時の話

題」では、直納部主催・タイ海外視察研修や東資

協との懇談会を掲載予定です。

［事業部］

「あんしん財団」の損保加入者が上半期１００名

を越え、下半期も５０名を目指しています。

［青年部］

１０月２７日（木）～２８日（金）に「コアレッ

クス信栄とイノベタス」の１泊研修会を行いました。

１１月７日（月）に上野・精養軒で青年部５０周

年記念行事を開催します。

１１月１５日（火）に組合会議室で幹事会を開催

した後、部会を昌屋で開催します。

「支部報告」

忘年会の日程

千代田支部：１２/ ９（金）忘年会「菜の家」

文京支部：１２/ １９（月）忘年会「上野・東天紅」

台東支部：１１/ ２２（火）忘年会

荒川支部：１２/ １７（土）忘年会「上野・音音」

足立支部：１１/ ２９（火）忘年会
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山手支部：１２/ １７（土）忘年会「鮨やなぎ」

城南支部：１１/ ２６（土）

　　　　　　　　忘年会「六本木ヒルズクラブ」

江墨支部：１２/ ２２（木）忘年会「うさ美」

城北支部：１２/ ２（金）忘年会「下赤塚」

［審議・検討・報告事項］

審議事項

１）新年会について：平成２９年１月２１日（土）

午後６時　上野・精養軒

　①来賓招待の人選・・・資料通り　　

　②司会（荒川支部：廣田）

　　中締（千代田支部：近藤）

　③出し物は、次回理事会までに各自企画した物

を会議に提出する。

報告事項

1． 清風会の研修会：「理事の職務について」

	 講師　東京都中小企業団体中央会　課長クラ

ス手配済み

２．１１月１０日（木）　古紙リサイクルアドバイ

ザー第３回更新試験　受験予定者４４名（更

新 41 名・新規 2 名・他組合 1 名）

検討事項

１．ＴＰＩＣＯ関係

　①１１月１日（火）説明会参加状況：１４社　

１6 名（前回 6/23　１６社　１７名）

　②ロゴマークは、リサイクル絡みの図案を考え

ながら１１月中を目途に選考する予定。

２. 古紙センターの雑誌・雑紙問題：返本から出

る選別雑誌について組み込めるか検討し、今

後要望をだしていく。

集直合同委員会
　 

［平成２８年１１月２日（水）］ｐｍ 4：30

於）組合事務局

出席委員１５名（直納１２名・集荷３名）

産業古紙の発生は悪く低位安定。

集荷の回収は前月と変わらなく悪い。カレンダー

等の季節的な印刷物の動きが悪い。今まで平日や

土曜などに休みをとらなかった製本会社が休んで

いるケースが多い。出版関係は本が売れず、ここ

３０年で今年が一番悪い状態。印刷・出版関係の

現状をより詳しく説明して現実を認識してもらう。

上物の市況は特に変化がなく、発生は慢性的な不

足となっている。家庭紙メーカーは古紙在庫が、

そこそこある所が多い。プラス面では白板関係が

フル生産を目指している。

［家庭紙部会の今後の進め方］

①市況は発生が悪く、家庭紙向け古紙が増える可

能性が見えない事を伝える。

②古紙の掘り起し。今後、メーカーとともに古紙

の掘り起こしについて共同研究をする。

③出版業界の現状を説明して、産業古紙の発生不

足を理解してもらう。

④メーカーの直接回収は阻止しなければならな

い。現状の流通ルートを尊重して、三位一体

を守るよう伝える。

⑤静岡商組との交流を深めるため親睦会の場をも

うける。

古紙センター関東地区委員会
　

［平成２８年１１月２１日（月）］ ｐｍ 3：00 ～

於）古紙センター会議室

［需要動向］　16 ／ 10 月　　単位トン、

（　）は対前年同月比、在庫の（　）は在庫率

［関東商組 32 社実績］

［新　聞］	 仕入	 58,956(  95.3% )

	 出荷	 59,304(  95.2% )

	 在庫	 8,362(  14.1% )

［雑　誌］	 仕入	 48,026(  91.9% )

	 出荷	 48,254(  88.7% )

	 在庫	 7,479(  15.5% )
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［段ボール］	仕入	1 38,571(  97.6% )

	 出荷	1 40,173(  97.4% )

	 在庫	1 0,692(    7.6% )

［関東・静岡実績］

［新　聞］	 入荷	 210,087(  99.8% )

	 消費	 207,334(105.6% )

	 在庫	1 29,971(  62.7% )

［雑　誌］	 入荷	1 01,421(  89.8% )

	 消費	1 06,673(102.4% )

	 在庫	 39,830(  37.3% )

［段ボール］	入荷	 342,789(101.8% )

	 消費	 352,564(106.5% )

	 在庫	 81,532(  17.5% )

［業者側コメント］

［新聞・雑誌・段ボール］

３２社報告の１０月古紙仕入は前年比で３品とも

減少。在庫も３品とも減少した。三紙会報告の

１０月古紙仕入は前月比で段ボールは減少し、他

は増加。前年比では３品とも減少。発生が悪い。

［上物古紙］

１０月末の４２社上物古紙在庫報告では、家庭紙

向けが前月比マイナス、前年比で大幅なマイナス

ＤＩＰ向けでは前月比と前年比でプラスとなって

いる。古紙の発生は悪く低位安定状態。家庭紙メ

ーカーへの原料納入は順調であり、生産が良くな

いので在庫はそこそこある。

［メーカー側コメント］

１０月の新聞の発注は横ばい、入荷と消費は計画

通り、在庫は若干の増加であった。１１月の発注

は横ばい、入荷はやや低調、消費は計画通りで、

在庫は横ばい。

１０月の雑誌の発注は横ばい、入荷は低調で、消

費は計画通りのため、在庫は減少した。１１月の

発注は横ばい、入荷は１０月に比べ低調、消費は

計画通りで、在庫は減少。一部の工場では雑誌か

ら段ボールへの振替を今後も継続していく予定で

ある。

１０月の段ボールの発注は前月より増加、入荷は

やや低調、消費はプラスで、在庫は前月比で減少

した。１１月の発注は横ばいか増加で、入荷は低

調で、消費は減産、在庫は１１月あたりから増加

しそうである。

古紙センター業務委員会
　

［平成２８年１２月１日（木）］　pm2：15 ～　

於）古紙センター会議室　

［1］　集団回収実施団体への感謝状贈呈について

［2］　賛助会費変更のおしらせ

［3］　第５回中日セミナーについて

［4］　“ 紙リサイクル ” コンテスト２０１６表彰

	 開催のご案内について

［5］　古紙の需要・市況動向について

＊ページ数の関係で割愛させていただきます。

全原連  平成28年度  第8回  理事会報告

平成２８年１２月１日（木）15：15 ～ 16：45

於）　古紙再生促進センター

理事・監事６５名：出席　３３名　

Ⅰ　主要議題

　１. 優良性評価事業に係る無断使用への対応

　２. ２０２０年対策に関する動き

　（仮称）古紙利用率６５％達成に向けた関係団

体会議の立ち上げ及び構成

　３. 平成２９年度新年会開催計画

　４. 古紙商品化適格事業所及び古紙リサイクル

アドバイザーの認定申請

Ⅱ　諸議題

　１. 各委員会活動報告

　　（１）経営革新委員会（11/28 開催）

　　（２）需給委員会
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　　（３）ＩＴ推進委員会（11/16 開催）

　　

　　ルート回収システムの改善に向けた意見交換

を行った。

　　（４）渉外広報委員会

Ⅲ　その他報告事項　　

　１. 業務委員会（12/1 開催）

　２. 第５回日中古紙セミナー（11/17 開催）

　３. 古紙持ち去り問題意見交換会（11/8 開催）

　４. 出前授業に関するテレビ放映（12/3 放映）

１２月度定例理事会
　

［平成２８年１２月５日（月）］

於）上野東天紅 6 階

出席理事２７名・監事１名

理事長挨拶

本日は、理事会・清風会研修会・清風会忘年会と

長時間に渡り会議、研修会、忘年会があります。

特に研修会では「理事の職務と関係会議の役割に

ついて」の研修です。普段ではなかなか聞けない

事項等についての説明がありますので是非、ご期

待ください。

［各部報告］

［直納部］

１２月度の共販輸出は、上物を国際紙パルプ商事

（株）が国内価格を上回り落札しました。仕向地

は中国で業者の報告では「古紙需要が逼迫してお

り、各メーカーは原料確保に躍起となっており、

底値が見えない状況で古紙価格は推移。関東商組

の輸出価格にみられるように市況価格は急上昇し

ているため、反動は予測されますが、中国の旧正

月までは価格は強含みで推移すると思われます」

との事。

裾物では、段ボールとミックスを日商岩井紙パル

プ（株）がそれぞれ国内価格を上回り落札しまし

た。仕向地は段ボール・ミックスともに中国。業

者の段ボールに関する報告では「中国の現時点で

の需要は強いが先行きは不透明」との事。業者の

ミックスに関する報告では「先行き不透明だが、

今月一杯まで引合いは強い」との事。

国内の市況は、輸出価格が上がっているが、国内

価格はあまり上がっていない。

［品目別］

［段ボール・新聞・雑誌］　段ボール：１２月度の

国内発注量は横ばい。メーカー間からの引合いが

強い。輸出価格の大幅な上昇により国内メーカー

の古紙価格にバラツキが出ている。段ボール原紙

の出荷は、前年同月比マイナスで３ｹ月ぶりの減

少。生産はプラス。１０月末の原紙在庫は増加。

段ボールの古紙価格は上昇しているが、原紙価格

は弱含みに推移。今後も段ボール古紙需要は高め

に推移すると思われる。

雑誌：メーカーの古紙在庫は少ない。慢性的な発

生減から安定した購入姿勢を維持。１２月度の発

注量は横ばい。白板紙製品の１０月出荷は、前年

同月比マイナスで６ｹ月ぶりの減少。メーカー各

社は安定的な購入を継続。輸出は、中国メーカー

系商社の積極的な購入により価格は上昇基調。中

国国内では白板製品需要が旺盛で製品価格も値上

がりぎみ。

新聞：古紙在庫は潤沢な工場が多い。新聞用紙製

品の国内出荷は前年同月比でマイナス。生産量は

前年同月比でプラス。出荷量は２ｹ月連続の減少。

各新聞社の購買部数は前年同月比で軒並みマイナ

ス。メーカー在庫量は、安定しており１２月の発

注量も横ばい。

［家庭紙］　家庭紙は雑誌が強含み。輸出価格では

雑誌が上がった分、ケントも上がっている。

［集荷部］

発生は、年末なので前月と比べると若干、良い。

［広報部］　
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広報誌１月新年号は、「時の視点」で理事長と副

理事長の新年挨拶と返本組合の理事長挨拶がメイ

ンとなります。「支部便り」では各支部での忘年

会記事を掲載予定です。「組合員の広場」では９

月組合入会の（株）ネクストの自己紹介や代表者

変更された方々の挨拶を掲載予定です。

［事業部］

引き続きガソリンカードの使用を広めていきたい

と思います。今年は、ＴＰＩＣＯの講習認定に

２６社３０名が参加されました。組合独自の認定

制度なので多くの組合員が導入されるようアピー

ルしていきたいと思います。

［青年部］

１１月７日（月）に上野・精養軒で青年部５０周

年記念祝賀会を開催し、多くの参加者にご列席い

ただき有難うございました。１２月２０日（火）

に青年部忘年会を「昌屋」で開催します。

［審議・検討・報告事項］

審議・検討事項

１. 新年会について：平成２９年１月２１日（土）

午後６時　上野・精養軒

	 出し物は、青年部幹事長に予算内で可能なア

トラクションを探してもらう。

	 青年部は参加者を支部とは別枠にして参加を

募る。

２. ＴＰＩＣＯロゴマークは、３案を理事長が選

出。後日、３案の中から正式マークを決定する。

	 ＴＰＩＣＯを古紙商品化適格事業所の資格取

得の条件に入れてもらうよう、理事長及び上

田経営革新委員から全原連に要望を出す。第

２回認定講習受講　１３社１６名　第１回認

定受講者と合計で２６社３０名となった。

３. 賦課金未納者について：江墨支部　（有）安田

リサイクル　代表　安田　三喜夫　様　Ｂラ

ンク（賦課金　月額　５, ５００円）平成２８

年４月～１２月　９ｹ月間未納　松井理事が直

接、本人の携帯電話に連絡。以後も未入金の

場合は、事務局からも催促をする。　　

報告事項

1. 清風会講習会について：「理事の職務について」

講師　東京都中小企業団体中央会　労働課　

石田課長が講演

２. １１月１０日（木）　古紙リサイクルアドバイ

ザー第３回更新試験　更新３５名・新規 2 名・

他組合 1 名が受験

	 更新及び新規受講者　　合格者３４名・３名

は不合格

	 不合格者と自己都合で更新試験を受けられな

かった方を対象に、来年２月～３月に組合会

議室での試験実施を検討する。

広報誌　表紙写真募集の件

広  報  部

 皆様には日頃より組合活動にご協力を賜り、厚

く御礼を申し上げます。

組合員の皆様から表紙を飾る写真を公募しており

ます。下記の要領で、奮って写真をご応募くださ

い。お待ちしております。

募集要項
募集写真：白黒またはカラー写真　
焼き付け　または　添付ファイル
題　材　：風景、季節、催事を扱ったもの
提出時期：随時
提出先　：　　
〒 110-0016　東京都台東区台東 3-16-1
東京都製紙原料協同組合　事務局
Ｅ‐mail　：　info＠kosi‐tokyo.or.jp
電話　　０３－３８３１－７９８０
ＦＡＸ　０３－３８３１－７８８０
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編  集  後  記

広報部副部長　高橋宏明

　組合員の皆様、明けましておめでとうございま

す。昨年は、アメリカ大統領選挙でトランプ候補

に決まり、年末に駆けて「円安株価上昇」が続き、

自分には良いのか悪いのかよくわかりません。こ

の「円安」の影響により輸出価格が値上がり国内

価格との差が広がり仕事に影響が出始めていると

思います。円安から急な円高になったらと思うと

とても怖く思います。多少の上下は有りにしても

安定していて欲しいと願っています。

今年の「酉」年は、十二支や干支の考え方では、

酉のつく年は「商売繁盛」に繋がると考えられて

います。酉は「取り込む」に繋るといわれ、そこ

から運気もお客も取り込めるというそうです。組

合員皆様の商売など成果がありますように。

　１月２１日（土）上野精養軒にて「合同新年会」

が有ります。組合員皆様のご参加お待ちしており

ます。

組合総合名簿の協賛広告について
広  報  部

この度は、組合総合名簿の協賛広告にご協力いた

だき誠にありがとうございました。

広報誌では昨年より２年間に渡り、ご協力頂きま

した企業・団体に対し１回ずつ無料で広告掲載を

させて頂きます。掲載の順番や掲載ページは、こ

ちらの都合で行いますのであらかじめご了承願い

ます。（広告を掲載した号の広報誌は、該当の企業・

団体にお送りいたします）

今回は、日頃、関係の深い業者や会社を掲載いた

しました。　

尚、有料での掲載も可能ですので、ご希望の際は

組合までお申し出ください。料金等は下記のよう

になります。

＜広告料金について＞

広報誌は、１月号、３月号、６月号、９月号、

１１月号の年５回発行しております。

掲載と同じ２分の１ページの広告を掲載した場合

年１回の掲載：１４,０００円

年２回の掲載：２６,０００円（13,000円×2回）

年３回の掲載：３６,０００円（12,000円×３回）

年４回の掲載：４４,０００円（11,000円×４回）

年５回の掲載：５０,０００円（10,000円×５回）

掲載ページにつきましては広告数によりますが、

最終ページに近い順に掲載する予定です。

お申し込みは、東京都製紙原料協同組合
電　話　０３－３８３１－７９８０
ＦＡＸ　０３－３８３１－７８８０



22

No.3062017 年 1 月

 

Ｋ－ 43

Ｋ－ 44

株式会社  奥 津 石 油

本  社　〒 131-0043
東京都墨田区立花 4 － 35 － 16

オイルターミナル　〒 270-0145
千 葉 県 流 山 市 名 都 借 9 3

流山事業所　〒 270-0145
千葉県流山市名都借 1015
E-mail:okutsu-oil@shore.ocn.ne.jp

TEL ０４- ７１４８- ５３１１
FAX ０４- ７１４８- ５３１５

ベーラーの
オイル交換を
専門に扱っています。

ＯＫＵＴＳＵ

Ｓ

北海道から九州まで可能です。
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株式会社  奥 津 石 油

本  社　〒 131-0043
東京都墨田区立花 4 － 35 － 16

オイルターミナル　〒 270-0145
千 葉 県 流 山 市 名 都 借 9 3

流山事業所　〒 270-0145
千葉県流山市名都借 1015
E-mail:okutsu-oil@shore.ocn.ne.jp

TEL ０４- ７１４８- ５３１１
FAX ０４- ７１４８- ５３１５

ベーラーの
オイル交換を
専門に扱っています。

ＯＫＵＴＳＵ

Ｓ

北海道から九州まで可能です。
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Ｋ－ 45

Ｋ－ 46

プレス機  油圧作動油
のことならおまかせください

《営業品目》	 潤滑油及び作動油販売
	 油圧作動油交換作業一式
　　　　　　（タンク内及びフィルター清掃）

大
や ま と

和石油株式会社
代 表　三　  枝　 　茂

SAEGUSA　      SHIGERU

〒 253-0102

神奈川県高座郡寒川町小動 891-10

TEL.  0467-74-8861
FAX.  0467-74-3705

ご一報お待ちしております
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Ｋ－ 49

Ｋ－ 50

 ■全国販売網及びサービス網 
 仙  台   支  店   Tel.（022）237-4171(代）   神 奈 川 支 店  Tel.（045）505-0031(代）   広  島   支  店  Tel.（082）893-2231(代）    代理店 

 埼  玉   支  店   Tel.（048）777-1891(代）   静 岡 営 業 所  Tel.（054）281-2388(代）   四  国   支  店  Tel.（087）841-3330(代）    ㈱北海道モリタ          Tel.(011)721-4114(代） 

 千  葉   支  店   Tel.（043）243-2737(代）   名 古 屋 支 店  Tel.（052）882-4571(代）   福  岡   支  店  Tel.（092）591-1201(代）    北海道特殊自販㈱       Tel.(011)784-4222(代） 

 東  京   支  店   Tel.（03）5569-1740(代）   北 陸 出 張 所  Tel.（076）443-6055(代）   鹿児島 営業所  Tel.（099）282-8352(代）    ㈲沖縄モリタ特殊サービス  Tel.(0988)77-6677(代) 

 西東京 営業所   Tel.（042）568-2971(代）   関  西   支  店    Tel.（072）947-2121(代） 

 新 潟 営 業 所   Tel.（025）265-0276(代）   京 都 営 業 所   Tel.（075）631-3391(代）                                 ※秋田営業所 仙台支店に統合 
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年間広告掲載会社のご紹介

広報誌では、組合総合名簿の協賛広告にご協力頂

きました企業・団体に対し１回ずつ２年に渡り、

無料で広告掲載をさせて頂いております。

その中の１社である矢崎エナジーシステム㈱様　

は年間掲載（有料）のお申し込みを頂いておりま

す。有難うございます。

ご協力頂きました矢崎エナジーシステム㈱様に

は、今後、サービスの一巻として企業紹介や宣伝

記事等の企画立案をしております。

どうぞこの機会に皆様も有料広告掲載をご検討い

ただきますよう宜しくお願い致します。

お申込みや料金等の詳細につきましては、広告先

頭ページのご案内をご参照ください。
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本　　社  〒955-8691  新潟県三条市福島新田丙2318-1
	   TEL 0256-45-1251・FAX 0256-45-2204

東京支店  〒101-0061  東京都千代田区三崎町2-6-7
	   TEL 03-3263-4531・FAX 03-3262-6918


